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＜令和 6 年度地域包括医療・ケア研修会＞ 

 －令和 7 年 1 月 18 日（土）／2 日目-10：50～12：00

  講  演 Ⅳ   

新たな地域医療構想と 

人口減少地域における医療 Dx の実際 

■講師 

公益社団法人全国自治体病院協議会会長

岩手県：八幡平市病院事業管理者兼

八幡平市立病院統括院長 
望月  泉 氏 

■司会 

国診協会長

秋田県：市立大森病院長
小野   剛 



令和 6 年度地域包括医療・ケア研修会 講演〔Ⅳ〕 

新たな地域医療構想と 

人口減少地域における医療 Dx の実際 

公益社団法人全国自治体病院協議会会長 

岩手県：八幡平市病院事業管理者兼八幡平市立病院統括院長 

望月  泉 

八幡平市は 2005 年 9 月 1 日に、西根町・松尾村・安代町の 3 町村が合併してできた市で、合

併時人口は 31,079 人、面積は 862.30km2 と広大です。2024 年 12 月 1 日現在人口は

22,225 人と約 9,000 名減少、高齢化率 41％と人口減少・少子高齢化の進行している地域で

す。八幡平市病院事業は、1 病院、2 診療所を運営しており、市立病院は 60 床（うち地域包括ケア

病床 36 床）、常勤医は外科 2 名、内科 3 名、小児科 1 名計 6 名体制。安代診療所には常勤医 1

名が確保できていますが、田山診療所は令和 3 年 7 月以後常勤医はおらず、私が診療所長を兼

任、週 4 日（月、火、水、金）午後（14 時～17 時）のみ私と安代診療所長がそれぞれ 2 日ずつ診

療しています。市立病院と田山診療所は 40km 離れており、車で約 1 時間を要します。冬場は時に

風雪のためホワイトアウト状態になることもあり、通勤が危険に感じる日もあります。 

八幡平市は、2021 年にオンライン診療と高齢者の見守りサービスが内閣府のソサエティ 5.0 に

採択され、2022 年度にはオンライン診療の実証実験を行い、2023 年 3 月に医師がオンライン診

療研修を受けた修了書ととも施設基準を東北厚生局に申請して、4 月から本格的にオンライン診

療を開始しました。現在行っているオンライン診療には 2 つのパターンがあり、１つは市立病院と田

山診療所間で、医師は市立病院から D to P with N の形式で Facetime を用いて田山診療所の

患者を診察します。もう一つは患者さんの自宅に看護師がアイパッドを持って訪れ、診療所の医師

と在宅オンライン診療を D to P with N の形式で行い、処方薬をドローンを使って配送する実証実

験も行いました。いずれの場合でも PHR（Personal Health Record)として限られた患者ではあ

りますが、Apple Watch とスマートフォンを連動させ、日常バイタルを自動的にグラフ化して診療の

一助としています 

電子カルテは 2022 年に田山診療所の電子カルテを更新し、その時に電子カルテの端末を市

立病院に設置しました。オンライン診療時は本院から田山診療所の電子カルテを遠隔操作して入

力しています。オンライン診療の一番のメリットは天候に左右されずに診療ができる点です。また、自

分がコロナ等の感染者、濃厚接触者になっても休まずに診療ができます。注意点ですが、急激にオ

ンライン診療の日数を増やすと、住民は診療所がなくなってしまうのではないかという不安に駆られ

ます。対面診療 3 に対してオンライン診療 1 ぐらいの割合で実施しており、オンライン診療は診療所

を廃止する目的ではないことを明確に伝えながら、住民の不安感を少しでも抑えて良質な医療を

届けていきたいと考えています。

-1-



新たな地域医療構想と
人口減少地域における医療Dxの実際

令和７年１月１８日

八幡平市病院事業管理者・統括院長
岩手県立病院名誉院長
全国自治体病院協議会会長 望月 泉

令和６年度地域包括医療・ケア研修会
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１．2040年頃の医療をとりまく状況と課題
―新たな地域医療構想のあり方―

２．八幡平市におけるPHRを利用したオンラ

イン診療の実際と医療介護連携

本日の内容
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１．2040年頃の医療をとりまく状況と課題
―新たな地域医療構想のあり方―
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2040年頃を見据えた新たな地域医療構想

● 入院医療だけではなく、外来・在宅医療、介護との連携、人材確保等を含めた地
域の医療提供体制全体の課題解決を図る新たな地域医療構想の策定

・ 病床の機能区分（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）について「回復期機能」
を「包括期機能」として位置付け

● 医療機関機能（高齢者救急・地域急性期機能、在宅医療等連携機能、急性期拠
点機能、専門等機能、医育及び広域診療機能）の報告制度の創設

・ 二次医療圏を基本とした地域での協議のほか、都道府県単位での協議、在宅医
療等のより狭い区域での協議を実施

・ 新たな構想の取組を推進するための総合確保基金の見直し

● 都道府県知事の権限（医療機関機能報告の創設に伴う必要な機能の確保、基準
病床数と必要病床数の整合性の確保等）

● 厚労大臣の責務明確化（データ分析･共有、研修等の支援策）

● 新たな地域医療構想に精神医療を位置付ける
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医師偏在対策
＜医師確保計画の実効性の確保＞

● 「重点医師偏在対策支援区域(仮称)」の設定

・ 「医師偏在是正プラン(仮称)」の策定

＜地域の医療機関の支え合いの仕組み＞

・医師少数区域等での勤務経験を求める管理者要件の対象医療機関の公的医療機関等への拡大等

● 外来医師過多区域における、新規開業希望者への地域で不足する医療や医師不足地域での医療
の提供の要請・勧告・公表と、保険医療機関の指定(６年から３年等への短縮)を連携して運用

● 保険医療機関の管理者要件

＜経済的インセンティブ等＞

● 重点医師偏在対策支援区域における支援を実施

・診療所の承継・開業・地域定着支援

• 派遣医師･従事医師への手当増額→保険者から広く拠出を求め、給付費の中で一体的に捉える

• 医師の勤務･生活環境改善、派遣元医療機関へ支援

※ 上記以外の経済的インセンティブ等について、診療報酬を活用して実施。

・ 全国的なマッチング機能の支援

・ 医師養成過程を通じた取組
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２．八幡平市におけるPHRを利用したオン
ライン診療と医療介護連携
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県内9医療圏で唯一の医師多数区域

しかし、盛岡医療圏内で
医師偏在が大きく

周辺部である
八幡平市・葛巻町・岩手町に
医師少数スポットが広がる

医師
少数スポット

八幡平市
安代地区

葛巻町全域

岩手町
川口地区

盛岡医療圏
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市内医療機関の多くは市の南1/3に存在

市内北部、安代地区では
市立診療所2つのみで医療提供

市内でも医師偏在が存在

常勤医不在の診療所では
車で往復2時間、 医師が通う安代診

療所

田山診
療所

市立病
院

市内医療機関分布図

八幡平市
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市内に医師数は多くない

医師が診療所に行けない場合が
様々な理由で発生する

大雪による
通行止め 体調不良 出張・学会
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診療所

八幡平
市立病院

車で通勤
往復2時間

オンライン診療時今常勤医
不在

看護師 患者 医師看護師 患者 医師

常勤医
不在

診療所
八幡平

市立病院

D to P with N型
医師は八幡平市立病院から遠隔で診療に参加
患者と看護師はいつも通り田山診療所から診療に参加

市内オンライン診療における
医師・患者の所在
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バイタル閲覧
患者ID：0000
名前：田山太郎

電子カルテ
遠隔操作

看護師 患者

患者ID：0000
名前：田山太郎

医師

市内オンライン診療における
電子カルテ内容共有

ビデオ電話
ビデオ電話

医師が電子カルテ遠隔操作
患者・看護師は対面診療と同じ
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スマート診療所構想

対面診療

日常バイタルの活用
（Hachiなどのアプリ）

オンライン診療
医療アクセスを確保
対面診療の補完ツールとして
オンライン診療を導入

対面診療・オンライン診療に日常バイタル活用を組み合わせる
地域の医療アクセス・質を確保

医療の質を確保
日常バイタルを活用
限られがちな患者情報を補完する

継続実施

訪問看護+オンライン
歩けない患者のもとに看護師が出
向き、医師とオンラインで繋ぐ。
薬はドローンで配送。

DtoPwithN

-28-



高齢者 家族／親
族

診療所

Apple Watchをつけた高齢者を家族が見守る

時計を装着するだけ
データ自動取得

バイタルデータを
診療に活用

日常・緊急時の見守り

データ自動送信

平均年齢 ：78歳
ユーザー数：300名以上

新機能
測るだけで血
圧が自動で病
院、家族へ

New
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バイタル一覧

心拍数
心拍

変動数
歩数

睡眠
時間

SpO2 心電図 血圧 血糖値

Apple Watchで取得可能

診察日間のデータを
一覧で見られる

閾値設定可
能

測るだけでデータが飛ぶ
スマホも何の操作もいらない！
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八幡平モデル

看護師が患者のもとへ行く 血圧や体温などの
バイタルを測定

オンライン診療にて
今は測ったバイタル、
PHRを見ながら診療
処方箋を出してもらう

病院から薬を積んだドローンが
やってくる。

今後はバイタル伝送システ
ムを導入し、リアルタイム
に診療を可能に（予定）
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在宅医療の医療提供体制については、地域によって増加する在宅需要に
対応するため、都道府県において適切な在宅医療の圏域を設定し、地域の
協議･調整を通じて、より実効性のある体制整備を進めることが必要。

その際、D to P with Nのオンライン診療等のICT活用による効率化や、
在宅医療を行っている医療機関の対応力強化、これまで在宅医療を行って
いない医療機関の参入促進、多数の訪問患者に在宅医療を提供する医療機
関との連携、訪問看護事業所の機能強化等による供給力の増強が重要では
ないか。人口規模の小さい地域においては、移動時間や担い手不足等の課
題も踏まえ、高齢者の集住等のまちづくりの取組とあわせて、D to P 
with Nのオンライン診療の活用の徹底も含め、在宅医療提供体制を構築
していく必要があるのではないか。
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令和6年3月30日(土) 14:00～16:30
(受付開始13:00～)

八幡平市役所 多目的ホール棟大ホール
(八幡平市野駄第21地割170)

参加費：無料 ※事前申し込みは不要です。

対象者：八幡平市民、その他関心のある方

【お問い合わせ】
八幡平市立病院地域医療連携室 担当：武内 田村 松浦

☎：0195-76-2800

八幡平市立病院・岩手西北医師会主催

市民公開講座

高齢多死社会を背景に、本人の意思を尊重し
た医療・介護の提供がますます重要視されてい
ます。これを実現するためには、本人・家族が
希望する医療や介護について考えるきっかけを
提供し、適切な話し合いを重ねていくACP(アド
バンス・ケア・プランニング)に基づいた
意思決定支援を行うことが大切です。

ACPの概念や医療・介護の現状を知
り、本人が主役となって最期までいきいきと暮
らせる地域を一緒に考えてみませんか。

①講演

『ACP(アドバンス・ケア・プランニン
グ)について』
～自分に合った医療と介護を考えよう～
八幡平市立病院 統括院長 望月 泉

②研究発表

『八幡平市に住む高齢者の希望する最期
の療養場所および緩和ケアに関する意識
調査』

八幡平市立病院

緩和ケア認定看護師 佐々木 里美

③ワークショップ

『最期まであなたが大切にしたいものは
なんですか？』

一般社団法人日本地域統合人材育成機構

理事長 重田 由美 氏

〈来場される方へ〉

・感染症の流行状況によって、開催を中止する場合があります。

・体調に不安がみられる場合は、ご来場をお控えください。
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講師略歴 

望月  泉（もちづき いずみ） 

公益社団法人全国自治体病院協議会会長 
岩手県：八幡平市病院事業管理者兼八幡平市立病院統括院長 

◆経歴

1978 年 3 月 東北大学医学部 卒業 

1980 年 4 月 東北大学第 2 外科入局 

1987 年 3 月 医学博士授与 

1988 年 4 月 岩手県立中央病院小児外科長 

1999 年 11 月 岩手県立中央病院消化器外科長 

2006 年 4 月 岩手県立中央病院副院長 

2009 年 4 月 東北大学医学部臨床教授 

2012 年 4 月 岩手県立中央病院院長 

2012 年 5 月 全国自治体病院協議会常務理事 

2018 年 4 月 八幡平市病院事業管理者兼八幡平市立国保西根病院統括院長/岩手県立病院名誉院長 

2018 年 6 月 全国自治体病院協議会副会長 

2020 年 8 月 八幡平市立病院統括院長 

2024 年 6 月 全国自治体病院協議会会長 就任 

現在に至る 

◆役職

2010 年 4 月 日本医師会勤務医委員会 副委員長 

2013 年 5 月 日本病院会 理事 

2013 年 6 月 第 15 回日本医療マネジネント学会 学会長 

2016 年 6 月 第 66 回日本病院学会 学会長 

2017 年 9 月 第 6 回岩手県立病院総合学会 学会長 

2021 年 4 月 総務省地方公共団体の経営財務マネジメント強化事業アドバイザー 
2021 年 10 月 総務省 

「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化に関する検討会」構成員 

2022 年 8 月 医療機関勤務環境評価センター事業運営委員会 委員 
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